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症
状
が
軽
い
こ
と
を
十
分
に
自
覚
し
な
が
ら
、
病
院
の
夜
間
診

療
を
利
用
す
る
ゴ
ン
ビ
ニ
受
n
y
M
9
｛
重
症
患
者
の
診
療

に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岡
山
市
北
部
の
御
津
医
師
会
（
菅

波
茂
会
長
）
は
珀
月
か
ら
同
市
一
宮
、
津
高
岡
地
区
で
1
1
診
療
所

が
当
番
制
で
平
日
の
夜
間
に
腹
痛
や
風
邪
な
ど
の
診
療
を
行
う

　
「
夜
間
輪
番
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
約
1
0
人
が
制

度
を
利
用
し
て
お
り
、
同
医
師
会
は
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

3
0
日
、
地
元
町
内
会
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
調
印
式
を
行
う
。

　
同
医
師
会
は
同
市
一
宮
、
津
高
、

御
津
、
建
部
地
区
と
、
吉
備
中
央

町
の
う
ち
旧
加
茂
川
町
内
に
あ
る

診
療
所
や
病
院
の
医
師
で
構
成
。

４
月
以
降
、
輪
番
制
度
導
入
に
向

け
、
月
１
回
、
医
師
が
集
ま
り
、

薬
局
や
看
護
師
と
の
調
整
な
ど
の

準
備
を
進
め
、
診
療
所
が
比
較
的

多
い
一
宮
、
津
高
岡
地
区
で
今
月
、

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
岡
地
区
で
各

１
診
療
所
が
平
日
の
午
後
６
時
～

同
９
時
半
ま
で
受
け
付
け
、
風
邪

11診療所で御津医師会
Ｉ
Ｉ

や
腹
痛
な
ど
の
軽
症
患
者
を
診
察

し
、
症
状
に
応
じ
て
病
院
を
紹
介

す
る
。

　
県
施
設
指
導
課
に
よ
る
と
、
県

内
で
軽
症
患
者
を
対
象
に
夜
間
診

療
を
行
う
医
療
機
関
は
少
な
く
、

「
岡
山
市
休
日
夜
間
急
患
診
療
所
」

　
「
倉
敷
市
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ

ー
」
　
「
新
見
市
休
日
・
準
夜
間
診

療
所
」
の
３
施
設
の
ほ
か
は
、
倉

敷
市
の
一
部
診
療
所
が
行
う
程

度
。
夜
間
の
輪
番
制
度
を
持
つ
医

地き
元よ
とう

師
会
は
少
な
い
と
い
う
。

　
間
諜
は
「
大
病
院
が
夜
間
な
ど

多
く
の
患
者
を
受
け
入
れ
、
限

界
状
態
ま
で
来
て
い
る
中
、
非

常
に
意
義
深
い
」
と
評
価
し
て

い
る
。

　
調
印
式
で
は
、
住
民
の
感
想
を

３
か
月
ご
と
に
聞
く
こ
と
や
、
両

地
区
は
集
会
な
ど
に
医
師
を
招
く

こ
と
な
ど
を
取
り
決
め
る
。
集
会

で
は
、
医
師
が
幼
児
の
様
々
な
症

状
の
見
分
け
方
な
ど
を
保
護
者
に

指
導
す
る
。
間
医
師
会
は
両
地
区

以
外
で
も
導
入
し
た
い
考
え
で
、

菅
波
会
長
は
「
病
院
と
の
役
割
分

担
を
進
め
、
住
民
の
健
康
を
守
れ

る
地
域
に
し
た
い
」
と
意

で
い
る
。

連
携
強
化
へ
調
印
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